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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

  平成２９年２月１６日（木） 

 
【協議事項】 

１ 浪川会第４回指定及び太州会第９回指定について 

                                    （暴力団対策部） 
  警察本部から「大牟田市に主たる事務所を有する浪川会及び田川市に主たる事務所を

有する太州会については、暴力団対策法第３条各号の指定要件をいずれも満たしてお

り、国家公安委員会の確認も行われた。同法に基づき、浪川会については第４回目の、

太州会については第９回目の指定暴力団としての指定をすることにつき御審議頂きた

い。」旨の説明後、本件は了承された。  

 

【報告事項】 

１ 平成２９年度警察費予算案の概要について 

                                    （総務部） 

警察本部から「平成２９年度県費警察費当初予算案は、１，２４０億８，７００万円

余、前年度対比１０億４，６００万円余の増となっている。重点施策事業は、事務所使

用差止請求を行う暴追センターへの助成、サイバー犯罪捜査用資機材の整備等の計８事

業が新規予算となる。その他の主な事業は、城南（仮称）警察署の建設候補地の調査、

航空隊庁舎の移転改築に伴う設計、行橋警察署の新庁舎建設等の計６事業となってい

る。」旨の報告があった。  

公安委員から「事務所使用差止請求への助成は、住民と共に行動していく上で大変良

いことだと思うが、今後、拡充の必要はないのか。」旨の発言があり、警察本部から「過

去の実績を見れば、当面は今回の予算額で対応可能だと考えている。」旨の説明があっ

た。  

公安委員から「爆発物探知犬は、県警の訓練所で訓練しているのか。」旨の発言があ

り、警察本部から「爆発物の探知は特殊な技能となるため、民間に委託して育成するこ

ととしており、今回の予算はその費用である。」旨の説明があった。  

  公安委員から「性犯罪等の犯人逮捕に必要な資機材については、今後も是非、増やし

ていただきたい。」旨の発言があり、総務部長から「実績を踏まえて、検討していきた

い。」旨の説明があった。  

 

２ 城南（仮称）警察署の新設について 

                 （警務部） 

  警察本部から「早良警察署を分割し、城南（仮称）警察署を新設する。治安情勢等か

ら分割する必要があり、分割によって住民の安心感の確保等が図れる。今後、候補地を

選定し、平成３４年４月の開庁を予定している。」旨の報告があった。  

  公安委員から「老朽化が著しい早良警察署や田川警察署の建替えはどうなるのか。」

旨の発言があり、警察本部から「厳しい財政事情などから城南（仮称）警察署の開庁ま

で難しいとは思うが、今後、財政や土地の確保状況などを検討していく。」旨の説明が

あった。  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 福岡県総合計画案の概要について 

                  （警務部） 
  警察本部から「「県民幸福度日本一」の福岡県の実現を加速させるため、平成２９年

度から平成３３年度までの５年間を計画期間として、県の行政運営の指針となる計画が

策定される。警察関連としては、７柱２４施策が盛り込まれ、さらに、８項目の数値目

標を設定している。」旨の報告があった。  

  公安委員から「全１０柱の中の７つに警察が直接関係する施策があり、幅広く地域住

民に関わってくる。それだけ県警の役割は重要であるということであり、頑張っていた

だきたい。」旨の発言があり、警察本部から「全体として県と連携したものが多い。今

後も、県との連携が重要と考えている。」旨の説明があった。  

    

４ 福岡県行政改革大綱案の概要について 

           （警務部) 

警察本部から「県民ニーズに適合した行政サービスを効果的に提供するため、平成２

９年度から平成３３年度までの５年間を計画期間として、県の行政改革の基本的な考え

方等となる大綱が策定される。内容は、４つの改革の柱と５２の具体的な改革事項で構

成されており、警察としては、具体的な改革事項として「限られた人的資源の有効活用」

を掲げている。」旨の報告があった。  

 

５ 福岡県警察職員の給与に関する条例の一部改正（案）について 

（警務部） 

警察本部から「福岡県人事委員会による平成２９年１月３１日付けの「福岡県の職員

の給与に関する報告及び勧告」に鑑み、医療職給料表の見直しを行うとともに、栄養士

及び保健師として新規採用される職員に対する初任給調整手当を新設する。」旨の報告

があった。  

 

６ 監察関係報告について 

                          （警務部） 

警察本部から「巡査部長等による証拠物件偽造等事案について、平成２９年２月１６

日付けで当該職員らをそれぞれ懲戒処分の減給１０／１００、１月及び戒告とする。」

旨の報告があった。  

 

７ 北九州マラソン２０１７の概要と交通対策等について 

                          （交通部） 
  警察本部から「平成２９年２月１９日、北九州市において「北九州マラソン２０１７」が

開催される。参加人数は約１万３，０００人であり、県警察では、自主整理員と共に所

要の体制で警備に当たる。」旨の報告があった。  

                           


